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　　　公園の定期開催情報

津久井湖城山公園だより
　　　　 ５月号

１５分でわかる！
城山スライド解説

今月のクラフト

「森のめぐみで作る
ナチュラルリース」

参加費：５００円

今月のお休み
５月７日（木）、１８日（月）

午前中、パークセンター・研修棟は
お休みです。

今後のイベント情報

土日祝日開催
＊イベント開催時はお休

み。
①１０:００～１１：３０

（受付は１１：００まで）
②１３:３０～１５：００

（受付は１４：３０まで）

第１・第３日曜日開催
３日、１７日

１４：００～１４：１５

いきものｳｫｯﾁﾝｸﾞ
鳥や虫、植物など月毎の見所を紹介します。申込不要、参加
費無料。パークセンター前10時集合。12時まで。

いきものｳｫｯﾁﾝｸﾞ
鳥や虫、植物など月毎の見所を紹介します。申込不要、参加
費無料。パークセンター前10時集合。12時まで。

花植え会

根小屋地区の園路沿いに樹名板を探してクイズに挑戦！二次
元コードを読むと木の色々が学べてヒントも！正解して景品を
ゲット！申込不要、参加費無料。10時～15時頃の中で自由参
加の予定。

ルピナスフェアー

城山昆虫ふれあい講座

水の苑地の大型花壇に約8,000株のルピナスが咲き誇ります。
10時～15時の予定で写真スポットや塗り絵コーナーを開設しま
す。日によりミニ花植え体験やお菓子などの小さなお店も予定
しています。

花の苑地の花壇をみんなで夏のお花でいっぱいにしませんか？当
日は花の苑地に10：30集合！申込不要。汚れてもよい服装で手
袋持参でお願いします！

しろやま探検隊

ユニバーサルカヌー
体験会

※申込制のイベントは基本的に1か月前の9：00からのお申込み（電話・窓口）です。
※イベント詳細はお電話等でお問合せください。

第436回津久井城
開城記念の日

津久井城開城から436年。津久井城考古学講座（内容未定）＆
城主菩提寺の功雲寺墓参り。10時～12時。根小屋地区研修棟
集合。申込不要。

講師に吉谷昭憲氏をお迎えし、昆虫の不思議やすごさを探し
て観察します。参加費無料、事前申込み必要。先着20名の予
定。

身体に障がいがある方も誰でも楽しめるカヌー体験。水の苑地にて。
5歳未満は保護者同乗必須。時間など詳細は後日決定します。有
料。障害をお持ちの方専用受付あり。事前申込不要。雨天中止。



５月公園の見どころ

様々な花が咲き、虫たちも活発な季節です。葉っぱに食べ跡を見つけたら、食べた主が近く
にいないか、探してみませんか！？例えば蝶や蛾の幼虫のイモムシだけでも種類が豊富ですが、
イモムシは種類ごとに食べる植物が決まっています。そのため、成虫はイモムシが食べる植物
にちゃんと、卵を産みます。食べる植物種の範囲が広い虫もいれば、とても限定されている虫
もいますが、成虫の様に移動能力が高くないので、どこで孵化するかはとても重要ですよね。
成虫はどうやって産卵する植物を識別しているのか、とても不思議です。

●公園トピックス

さわやかな風薫る5月とはひとむかし前の印象。近年は結構暑くなってきていますね。で
も木陰に入れば気持ちいいものです。根小屋地区周遊園路は5月に散歩するにはちょ
うどよい空間だと思います。歩きつつ、スマホで「はなもく散歩」を使ってみると、木の特
徴や花の時期、木に集まる虫などの情報が満載なので、ぜひお試しあれ！また5月の当
園といえば「昇り藤」ことルピナス。今年も水の苑地で育てていますのでお楽しみに！

●パークセンター展示
パークセンター内の壁には様々なパネル展示があります。今回はその中の一つ「相模川」
の説明を取り上げたいと思います。要約しますと「今でこそ陸上交通が当たり前な世の
中ですが、それまでは船による運航が主流でした。更にダムのなかったころの相模川の水
量は多く深い渓谷を刻んでおり、舟下りや鵜飼い屋形船なども盛んに行われていた」
との事です。深い渓谷に覆われていたかつての相模川の光景、とても想像力を掻き立
てられます。

●いきものたち

TEL：０４２－７８０－２４２０　FAX:０４２－７８０－２４２２
http://www.kanagawa-park.or.jp/tsukuikoshiroyama/

受付時間：年末年始以外の９：００～１７：００）
指定管理者：神奈川県公園協会・サカタのタネグリーンサービスグループ

     　城山遺構あらかると
其之五十三　牢屋の沢
パークセンターからシンデンに至る際に渡る橋は
城坂橋と名づけられていますが、この橋が架かる
沢が、牢屋の沢です。名前の由来は「牢屋があっ
たから」。伝承では橋から少し上流の二股に分
かれたところに牢屋があり、江戸時代初頭に代
官がお裁きした罪人が囚われたとか。3ヶ月足を
水に浸しておくと足腰が立たなくなったと水牢と
のことですが、うーん、どこまでがホントのハナシな
んだろう…。当然牢屋は今は影も形もありません
が。この沢は平成20年8月の集中豪雨で何か所
も土砂崩れに遭い、地形がかわったところも少な
くありません。地形は人間が変えるだけでなく、
自然の猛威でも簡単に変わってしまうものなので
すね。

津久井城電子矢文ご希望の方

津久井湖城山公園パークセンター

公園の情報を毎月メールで配信してい

ます。配信を希望される方はお名前(任

意)と、本文に「津久井城電子矢文の

配信希望」とお書きのうえ、下記メール

アドレスにお知らせください。

tsukuikosiroyama@

　　　　　kanagawa-park.or.jp


